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 30 үҳҜӂҧң ֑ͽ֛үӌӎ͛ Ԉ֧ԛ͟ ↄ

⅜͟ ↄ ҲΞ Ҳ ₴ΟҐị ή ү ╜қӂқ

ң͜ ғ 40 үҳ͛ӭ֤ͽԈ֧ԛ͟ ͟ӱͽ֤ͽҲ

ΞйщΟҐ қӂҝ֝͜ͽԁ֥Ӿͽӹ֢֮Ҳ╠ Ү ҳ֤͛

ӦԝӻԁӦ֦ү ґҮ ὪӖӆңӍқӂқң͜Ὲ ֧֒֨ӻ

ҫ ↄӖҨҏӗҤԈ֧ԛҳ͛ 30 Ҳ Ҙ ͛

◌Ӭ֥֮ԜԅӱҮҭӖ ҜҪή ү ӎҗӃ͛ 40 үҳ

ịή Ҳ ҬқҪ қӂқң͜ ↄ Ҳӯ֤֞ӱԁͽ

ӈ ҮщѓҐ ͺҲ үἉ♯Ӗ Ҍӂқң͜ 

 40 ҳ ҈͛ӓӊӏΞ ᾣҲ Ο(Ҥӗҏ҈ҲҟҤ҈)
Ґ ӖᾐҘқң ⅓ҫҝ͜ 50 үҏҕҪҳ͛ ᾣ

Ӻ֠ԍӤҲ ֤ԅӹ֠Ґ҆ӎӂқң͜ Ҥҕҫ ҙӐӏ

Ξ῝ή ΟҐ ҌңҲӆҗҲ ҫҝ͜ Ӎҳ ү֙Ӧ֖ͽ

֛Ӗ╣Ӆ͛ҡҲ Ӗ Ҫҗӗҫ͛ ι Ҳӹ֢ԅԜ֮Ӳӽ֮

ԁͽҐ қӂқң͜ ҫҳΞԈ֧ԛҬ Οү Ӗ҆Ҫ͛

Ҳ֤ӦԝӻԁӦ֦Ӗҹӎ ӎӂҝ ӂ͜ңₒ ₰ᾗҬқҪ ∂͛

ἰᾠӈӰ֤֥֞ͽԊͽӱӆ қӂҝ͜ ґ 40 Ӗ

҈∏җқҪ҈ңҤґң҈Ҭ ҈ӂҝ  ͜     Β Γ 

【会期】7月25日(金)～9月28日(日) 9:00～18:00 
    ※会期中は無休 
【料金】一般500円 高校･大学生240円 小･中学生無料 
◇記念講演会 

1ᾢ 8 10 Β Γ13:30·  

˼֤֒֝ԉ֦ү қң҆Ҳ ˽Ὂ ị (чњќἇⱦⱧ ) 

2ᾢ 9 21 Β Γ13:30· 
˼ үҬҧҪҲ 40 ˽ 

  ị (чњќ Ԉ֧ԛ Ⱨ ) 

◇ギャラリートーク 

1ᾢ  8 24 Β Γ13:30·14:00 
˼ Ὺ Ҳ ἧ ᾠ ˽ 

 Β ♫ ₠ ╨ Γ 

2ᾢ  20 9 14 Β Γ13:30·14:00 
˼ ♫ ₠ҲᾹ₠˽   

  Β ♫ ₠Ὺ ） 

◇ＡＴＶスタジオ再現コーナー(ニュースキャスター体験) 

 8 3 ͟10 ͟17 ͟9 7 ͟14 (ῗ ͛ 5ᾢ) 
 

～特別展｢団塊世代の青春時代｣～ 
よみがえる昭和40年代 



  

 

                 

－2－ 

 津軽海峡は海の難所と考えられていた。天明

８年（1788）、幕府巡見使に随行して東北・北
海道を旅した古川古松軒は著書『東遊雑記』に、

三厩から松前に渡海した経験を記している。 

 海峡には「竜飛鼻潮」「中の潮」「しらかみの

潮」という３つ潮が、西から東に向かって流れて

おり、その中でも「中の潮」は、「竜飛鼻潮」と

「しらかみの潮」の別れがぶつかり合うので、逆

浪が立ち上がり方向が一定せず、操船を間違う

と非常に危険である。古松軒は、まさしく「日本

第一の瀬戸である」と述べている。  

 しかし、三厩から松前への渡海は、十分に日和

見（ひよりみ＝好天を待つこと）して安全を確認

した上で航海するため、遭難事故はほとんど起

こっていないという知識を、船乗りから聞き出

してもいる。 

 巡見使一行を乗せた渡海船は百石積の館（屋

形）船で、幕を張り巡らし、鳥毛の長柄（ながえ）、

吹貫（ふきぬき）、のぼり等の装飾をしていた。

弘前藩が用意した小船に曳かれて竜飛の鼻（岬）

に至り、ここで装飾をはずして渡海の準備にか

かった。梶（かじ）取り者は梶に身を固定し、船

頭の太鼓の合図で帆を上げ、松前に向かった。 

 海峡を渡る時、南風では東に流され箱館（函

館）に向かうしかなくなるので、東風の強いとき

に船の舳先（へさき）を小島（松前小島）の方に

向け、潮に逆らって西へ進み、松前に入る、と説

明を受けている。古松軒は船室から出て外を眺

め、潮にもまれ、打ち込む波の飛沫を身に浴びな

がら沿岸の景観を観察した。その生き生きとし

た記述から、海の難所を行くこの紀行家の高揚

感が伝わってくる。 (6月15日／記念講演会) 

ᾱ☻Ӗ ӏ ΦΞ ҮҨҏқҲ Ο   Ὺ ᾌ      

中の潮を越えて松前へ向かう船（秦檍麿「大日本国東山道陸奥州駅路図」より 青森県立図書館蔵） 
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地下のマグマなどが地上に噴き出す「噴

火」によってできた山を火山といい、このう

ち概ね過去1万年以内に噴火した火山および
現在活発な噴気活動がある火山を「活火山」

という。火山には美しい景観をつくる元に

なっているものも多く、日本の風景を代表す

ることもある。また火山は、その熱を使った

地熱発電や温泉、その火山灰が積もって畑作

に適した土地など、私たちの日常生活を足元

から支えてくれる存在でもある。青森県の活

火山は、岩木火山、八甲田火山群、十和田火

山、恐山火山である。 

八甲田火山群は南八甲田火山群、八甲田カ

ルデラ、北八甲田火山群からなり、南・北八

甲田は安山岩の溶岩と火山灰を繰り返し噴出

してできた成層火山群である。 

恐山火山は、北西から南東方向に連なる釜

臥山(かまぶせやま)・障子山・屏風山・大尽

山(おおつくしやま)・円山・朝比奈岳からな

る火山群で、中央にあるカルデラの中には直

径2kmの宇曽利山湖(うそりやまこ)がある。  

 

岩木火山は､

安山岩の溶岩

や火山灰を何

度も噴出して

できたほぼ円

錐(えんすい)形
の成層(せいそ
う )火山であ
る。山頂部は

デイサイトの

溶岩ドームからできている。 

十和田火山は、十和田湖を囲む直径11km
のカルデラで、多量の火山灰と火砕流を噴出

したことで陥没してできた。 
 気象庁は、札幌・仙台・東京・福岡の各火山

監視・情報センターで、全国108の活火山の活
動状況を監視している。県内の火山観測は、弘

前大学理工学部附属地震火山観測所が昭和

56年(1981)に設立され、地震予知・噴火予知の
ための観測と研究を行っている。       

        （4月19日／当館小ホール） 

土曜セミナー Ҳώ ´  

岩木山（岩木高原から望む） 




